
人口 221，793人
t世帯 69，627t控帯
(57年 9月 1日現在〉

「
道
路
の
排
水
が
悪
く
、
自
動
車
が
逸
る
た
び
に
水
が
は
ね
て
函
る
」
「
道
路
に
笠
け
埠
が
は
み
出
し
て
い
司

る
由
で
何
と
か
し
て
」
「
近
所
じ
大
人
の
お
も
ち
ゃ
が
開
話
し
て
一
年
、
付
近
の
住
吉
山
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
一

の
で
し
ょ
う
一
か
」
「
む
み
の
余
熱
で
極
水
プ
i
ル
を
作
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
由
一
寮
裂
が
、
広
糠
パ
ト
ロ
ー
ル
一

や
市
長
へ
の
字
紙
な
ど
で
、
問
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
意
見
や
む
要
望
は
、
ど
な
た
も
お
持

ち
の
ζ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
乙
で
、

ζ
の
ほ
ど
ま
と
め
ら
れ
た
昨
年
一
軍
関
白
市
民
の
声
音
紹
介
し
な
が
ら
、
一

広
聴
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
ょ
う
。

1
1
牢
糞
ぽ
花
京
地
虚
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
企
1
1
-

は
五
十
一
ニ
件
で
す
が
、
公
民
館
や
図
醤

館
に
対
す
る
要
裂
が
多
〈
、
な
か
で
も

ス
ポ
!
y広
誕
の
設
置
や
温
水
プ
1
ん

を
望
む
声
が
自
立
っ
て
い
ま
す
。

一
憲
議
経
済
環
境
一
産
業
経

-
十
一
揖
環
境

は
七
十
一
一
件
で
、
自
立
つ
白
は
農
窃
や

東
中
原
の
t

門
川
い
干
さ
ん
か
ら
「
即
時
さ
ん
宅
に
お
い
で
あ
る
「
市
長
へ
の
手
い
ま
す
。
一
一
番
目
は
、
(
計
間
四
持
品
。
用
水
町
聞
の
盤
輔
、
家
器
開
の
ふ
ん
尿
の
苦

鹿
課
が
新
設
さ
れ
、
各
地
図
で
健
嵐
晋
紙
」
な
ど
が
あ
り
ま
ヲ
。
方
競
〕
で
d
日
七
十
九
作
(
一
…
…
@
一
ニ
情
な
ど
の
一
一
一
十
一
一
一
件
で
す
。

及
員
が
暗
躍
し

τい
ま
す
。
し
か
し
、
一
一
一
つ
自
は
、
思
等
の
萎
霊
前
に
軒
〉
、
=
一
番
目
出
が
〔
福
祉
交
ム
環
境
〕
一
双
荷
役
ゑ
J

全
部
で
六
十
九

私
白
地
区
は
筒
及
員
一
人
に
一
千
一
…
一
目
お
額
い
す
る
陳
情
色
す
。
で
百
五
イ
ー
件
三
七
・
八
軒
)
、
以
下

Jt¥
何
で
す
が
、
国

五
十
余
と
世
帯
数
が
多
い
た
め
、
市
か
に
む
よ
ラ
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
庁
長
時
間
環
境
の
七
小
二
位
〈
八
@
五
道
内
、
県
道
田
藤
捕
、
駐
車
場
の
増
語
、

ら
の
お
知
ら
せ
や
バ
ン
プ
レ
y
ト
を
記
意
見
や
要
望
は
、
い
ろ
い
ろ
な
手
段
で
軒
)
、
都
市
窟
境
由
六
十
九
件
(
八
9

ま
た
、
駅
前
の
放
陸
自
転
車
白
整
窪
な

市
す
る
だ
け
で
、
惚
の
活
動
が
で
き
ま
市
役
所
に
持
ち
込
む
ζ

ー
と
が
て
き
る
よ
ニ
ぢ
、
教
育
丈
化
環
境
の
五
十
三
件
ど
交
通
施
設
の
整
備
が
五
O
軒
を
占
め

せ
ん
。
役
持
散
の
多
い
地
認
は
、
二
i

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
(
六
二
一
平
)
と
な
っ
て
い
ま
す
。
て
い
ま
す
。

昨
許
可
宮
川
市
羽
空
i
人

が

発

一

言

一

;

笠

…

一

九

日

前

部

izι
除

課
で
あ
る
健
既
課
へ
照
会
し

t
と
こ
昨
年
二
十
間
の
市
民
の
声
を
紹
介
し
の
耐
即
時
P
望
む
声
が
討
二
十
六
件
と
…
全
部
で
宵
記
十
九
件
で
す
が
目
立
つ

ろ
、
一
趨
牒
普
及
討
さ
ん
は
、
自
治
会
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
一
一
一
つ
に
丹
類
す
る
需
多
く
一
一
一
九
@
豆
町
を
占
め
て
い
ま
の
は
、
地
震
欝
戒
宣
一
一
一
品
誤
報
に
関
す
る

に
お
d
る
健
康
ゴ
く
り
溜
駒
田
慌
で
あ
と
広
聴
パ
ト
ロ
ー
ル
が
三
百
一
ム
六
す
。
続
い
て
排
水
路
や
す
水
道
の
轄
舗
も
の
で
、
捕
に
批
判
す
る
と
い
う
よ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
市
件
、
一
般
広
聴
が
一
一
汚
四
寸
件
、
陳
情
が
七
十
一
一
件
二
三
二
ハ
軒
と
、
己
の
二
り
、
教
割
引
と
し
て
役
立
て
て
一
ほ
し
い
と

や
保
健
所
か
ら
問
地
域
づ
く
り
に
関
ヲ
る
が
百
七
十
六
件
と
な
b
、
合
計
八
百
四
つ
で
六
二
軒
を
超
え
る
数
字
と
な
D
ま
い
う
意
見
が
多
い
乙
と
で
す
。
ま
た
、

知
識
や
指
導
、
助
立
を
得
て
、
内
治
会
十
二
件
が
古
川
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
す
。
択
は
、
公
閣
を
作
っ
て
ほ
し
い
と
市
職
員
へ
の
要
望
や
窓
口
事
務
へ
の
般

の
中
で
健
諜
づ
く
り
選
出
制
を
実
践
し
て
択
に
、
問
阿
国
の
う
ち
ど
の
く
ら
い
む
い
う
声
が
三
十
三
作
品
り
、
環
境
実
化
し
い
苦
情
も
事
え
て
い
ま
す
が
、
反
対

い
た
だ
き
i

ま
す
。
ま
士
、
協
力
し
て
く
人
が
広
昭
ジ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
市
む
推
進
一
一
一
十
二
件
、
公
害
の
防
江
が
に
礼
状
が
増
え
て
い
る
白
も
事
実
で

れ
る
方
々
を
広
め
て
い
た
だ
く
の
も
昔
に
九
三
一
目
し
て
い
る
か
を
み
て
み
る
と
、
十
六
件
、
み
ど
わ
J

の
拡
充
が
十
二
什
と
す
。
例
え
ば
、
「
平
壇
へ
転
入
し
で
き

及
品
さ
ん
め
化
事
と
考
え
ま
す
。
ぜ
一
ひ
観
情
に
よ
b
要
望
さ
れ
だ
市
民
は
二
下
な
っ
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
み
ど
り
の
た
が
、
窓
口
で
い
ろ
い
ろ
親
切
に
し

理
解
レ
て
い
た
だ
き
、
健
一
段
づ
く
り
遇
八

τ五
十
三
人
で
一
設
多
く
、
続
い
て
拡
五
に
つ
い
て
は
、
「
筏
路
樹
に
呂
札
て
い
た
だ
き
、
気
持
ち
よ
く
手
織
誌
か

動
に
協
力
し
て
く
れ
る
ガ
々
を
汗
成
レ
一
般
広
聴
が
二
百
八
↓
六
人
、
広
聴
パ
を
つ
け
て
ほ
し
い
一
な
ど
の
壇
見
も
出
で
き
た
。
役
所
と
い
う
と
、
と
か
く
事

て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
民
容
を
古
川
ト
ロ
i
ル
が
百
七
十
人
、
計
一
一
一
千
三
百
て
い
ま
す
。
務
的
に
な
り
が
ち
だ
が
、
平
塩
は
例

さ
ん
に
出
し
ま
し
た
c

し
か
し
、
健
蹴

i
?
一
一
人
が
要
望
し
で
い
ま
す
。
こ
の
同
一
滋
一
致
役
会
岡
崎
一
弘
+
福
祉
社
件
。
こ
れ
か
ら
安
心
し
て
住
め
そ
う

課
で
は
、
モ
の
後
よ
く
検
討
し
た
結
に
は
、
問
持
担
当
課
へ
行
く
、
あ
る
い

J

!

!

J

J

A

M

環
境
だ
」
な
ど
と
礼
状
が
思
い
て
い
ま
す
。

果
、
五
十
七
勾
曜
か
ら
は
、
持
主
員
さ
は
返
話
さ
れ
る
市
民
も
か
な
り
い
ら
れ
は
百
五
十
件
で
す
。
信
号
の
取
り
付
け

ん

の

護

が

ス

ム

ス

に

善

一

雪

一

る

の

で

、

開

設

の

市

民

が

夏

に

発

や

カ

プ

ミ

ラ

ー

の

設

壁

霊

室

半

数

が

実

現

を

名
の
増
員
を
し
て
一
一
一
名
に
し
ま
し
た
b

一
一
目
さ
れ
て
い
る
と
推
関
さ
れ
ま
す
。
つ
け
て
ほ
し
い
な
ど
の
意
見
が
八
十
一
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た

自
己
問
要
望
2
5
日
訓
告
が
紅
白
訪
れ
は
す

映
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
第
一
次
総
合
開
非
正
問
問
の
特
に
そ
つ
な
と
そ
望
む
防
災
対
舗
の
充
実
が
一
一
十
提
出
さ
れ
た
八
百
四
十
二
件
の
う

広

穂

シ

ス

テ

ム

て

内

容

浄

調

べ

て

み

ま

し

ょ

う

o

f
続

い

て

い

ま

す

。

有

望

主

要

な

富

士

一

件

は

担

〔

笠

鵠

覇

境

〕

が

一

番

多

〈

三

百

十

教

青

文

当

諒

へ

照

会

し

窃

容

さ

ぜ

、

競

り

白
m
出

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
意
克
や
要
九
件
で
全
昨
日
一
一
一
七
。
九
射
を
市
め
て
化
濁
揖
百
三
十
鮮
は
事
考
意
見
と
し
て
担
当
課

望

を

罰

〈

広

聴

シ

ス

テ

ム

そ

大

凶

し

ま

へ

送

付

し

て

い

ま

す

。

ζ
の
う
ち
一

5

す

と

、

広

聴

パ

ト

ロ

ー

ル

、

陳

情

、

二

年

の

聞

に

希

望

ど

お

b
巽
麗
し
た
の

一

般

広

轄

と

一

一

一

つ

に

分

け

ら

れ

ま

す

。

は

一

一

一

言

八

十

件

で

、

白

五

割

に

も

遣

し

広

聴

パ

ト

ロ

ー

ル

は

、

日

な

ろ

市

役

て

い

ま

す

。

ま

た

、

事

考

意

見

と

し

て

所
へ
お
い
甘

L
な

れ

な

い

方

の

た

め

送

付

し

た

も

り

の

由

に

も

埠

跡

調

蚕

を

に

、

モ

れ

ぞ

れ

の

地

域

へ

市

向

い

て

、

し

て

一

み

る

と

、

約

半

数

近

く

が

翼

混

さ

み

な

さ

ん

の

む

意

見

や

苦

情

を

額

〈

制

れ

て

い

る

こ

と

が

わ

か

り

ま

し

た

。

度

で

す

。

ま

た

、

乙

白

中

に

は

、

産

業

こ

む

よ

三

つ

に

、

み

な

さ

ん

の

と

意

見

ま

つ

り

や

市

民

市

等

の

催

し

物

会

場

へ

や

苦

情

、

安

望

は

、

市

政

に

皮

臨

書

れ

出

向

い

て

要

望

を

歯

〈

「

市

政

へ

の

握

て

い

る

わ

け

で

す

。

意

コ

ー

ナ

ー

」

も

古

ま

れ

ま

す

。

市

民

の

み

な

さ

ん

、

市

に

対

す

る

意

一

般

広

礁

に

つ

い

て

は

、

市

民

か

ら

見

や

要

望

相

官

泊

り

ま

し

た

ら

前

広

報

謀

の

投

書

、

市

控

訴

玄

関

ホ

ル

に

買

い

広

聴

時

へ

お

気

軽

L
お
寄
せ
〈
だ
さ

て

あ

る

ア

イ

デ

ア

ボ

ッ

ク

ス

、

常

時

憂

い

。

白

書

が

必

要

な

も

の

は

、

原

則

と

け

付

け

亡

い

る

電

話

、

市

職

員

が

広

聴

し

て

約

一

一

週

間

以

内

に

閤

害

し

ま

す

。

マ
y
と

し

て

市

民

の

要

望

を

晶

聞

く

広

聴

ま

た

、

事

考

送

付

に

つ

い

て

も

、

翻

当

メ

モ

、

ま

た

、

各

地

区

公

民

盟

や

市

白

課

か

ら

電

語

等

で

連

結

す

る

乙

£

に

な

施

設

三

十

四

か

所

と

各

地

区

自

治

会

長

っ

て

い

ま

す

。
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物
や
、
舟
揮
イ
力
、
チ
ク
ロ
、
場
ザ
ゲ

等
の
水
産
物
、
シ
ク
一
一
フ
メ

y
耳
姦
物
花

き
な

E
白
廉
売
を
行
う
a

ち

花水地区のレクリエーシ翁ン大金

ム
M
鍛
光
写
真
、
写
生
展

平
壇
観
光
風
景
写
真
、
七
夕
ま
一

写
真
コ

yク
i
ル
お
さ
必
芸
コ

y
ク

ー
ル
入
賞
凶
作
品
を
田
岡
山
市
ず
る
旬

会
み
つ
け
市

お気軽にご利用を

い
け
が
警

青
少
年
相
談
窓
〈
市
出
出
し
ゼ
ン
苧
l
一
一
階
)
u
i七
一
一
一
一
一

月
1
金
種
目
9
時
1
付
即
時
土
曜
日
は
日
時
ま
で

橋
役
会
館
お

i
ニ
一
町
一
三
一
品

。
心
裂
い
と
指
鍛
毎
週
月
輔
自
ハ
第
五
そ
除
く

v
n持
itN時

。
母
子
棺
談
毎
遅
月
i
金
纏
自
9
時
5
日
時
間
叫
分

。
離
躍
兇
毅
相
談
毎
海
月
5
金
癒
百
9
時
i
施
時

。
高
続
審
職
難
摂
銭
毎
週
月
t
晶
藤
田

9
時
泊
分
j
m時

土
開
自
は
立
時
ま
で

間
出
掛
開
市
会
開
閉
綴
談
相
山
月
叩
山
口
同
〈

R
V

ぬ
時

f
m時

市
役
所
玄
鵠
ホ
ー
ル

新
し
く
設
置
さ
れ
る
方
へ

市
で
は
、
防
災
や
軍
庭
輯
化
を
臼
的
一
以
上
で
あ
る
己
と
。
④
植
栽
本
教
は
延
一
一

↑
「
い
け
か
告
設
置
奨
説
補
助
金
制
一
長
一
日
前
に
つ
き
一
一
一
本
以
上
で
あ
る
ζ

と一

一
度
」
を
翼
描
し
て
い
る
。
一
⑤
樹
木
の
種
類
は
、
市
が
推
奨
す
る
も
一

一
い
け
が
き
し
そ
薪
た
に
設
置
さ
れ
る
万
一
の
で
、
樹
木
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私立幼稚濁一覧表
〈アイウヱオ繭〕

名称 所在境話番号

育英幼稚園 出縄 33-2215 
大神糞塁幼稚題 大神 54-3288 
;大野封雌関 東八蝿 21--7302
神間幼稚腫 大神 55寸 841
黒部丘幼稚題 黒部丘 31-1955
さなだ幼稚園 再出 58--0001 
さきとり幼推豊富 四之宮 54-3558
湘甫桜ケ丘幼稚園 棋ケ丘 31-2623
清水学園付属幼稚題担坂閤 58-8080
しらふじ幼稚豊富 山下 34-3237 
護平幼稚関 皇室平 32-5775 
っくし幼稚関 飯島 58-7035 
つるみね却稚盟関 横間宮J 22-2007 
混和幻斥径潤 義旗留J 31-0595 
なでしこ幼稚鴎 半壇 31-2471 
白鳥幼暗豊富 間内 32一一7875
花乃幼稚園 入野 32--0086 
花木幼稚慰 霊童域ケ辰31-5921
東中原胡推魁 東出原 33-4849
平岡幼稚慰 問時 58-1188 
軍軍紫苑幼稚盤 豊原田J 33-2320 
平車二講幼稚箇 見附町 31-0864
平器めぐみ幼稚闘 機 32--3422 
松風幼稚麗 松園町 22--0558
葺A泊稚麹 下島 55-3830

職員の募集

。職種・絞務作業員(身〉

・給食論理員(男〕

0募集人員若干名

。応募費格満37歳以下白健康な関子で、市
内の小学哲および其同調理場に通勤可絡な

方。(10月 1日現在〉

。応薄手続さき 受験申込醤〈教番総務課にあ

る〉に写真幸貼押して、 10月236までに教
青要員会総務課(新館2潜〉へ提出する。

0試 験筆記試験および薗接試験

沼婚罪祭が簡素化されたら、合理化された

らとだれもがお考えのことではないでしょう

か。

平塩市冠婚葬祭簡素化主志草協語会では協和

55年 9月7わら葬祭の簡素化白間犠に取り組み
次の2填思を市民のみなさんに提言書していま

す。

1、i車夜むもてなしを簡素にしましょう。
1、書典返しを遼慮しましょう。
香典は主人の者苦吉によるが、千内稼度とし

護典白袋立入上に醤典躍し辞退由ゴム印を押し

智典返しを遠藤します。 ζ 由運動は、市民1
人 1人の理解がなければ完封草する己とができ
ない由で、ぜひ、む協力〈ださρ。ゴム印は
品先輩宜卦民館にある白でと苫利用〈だ語い。

市へのご意見や要議、苦情など

があったらお気軽にお出かけを。

今月の臼程です

。10月21 日 14時~161時須賀公民館

o -? 19:時-21時太洋中学校
。10月泥沼 14時~161時器曽公民館。t- 191時~21時輯葡公民館。11月 46 1器時-12時窓士見公民館
o. ? 141'時~161時三区町内金館

担当広報輯広務保稽穏 23-1111

新入学克輩の健康診断

場所 実施日時

崇善小学校 11月11日 E木)13時
港小学校 11月16臼 CIO1茸時45分
松原小学校 11月19日 E金)13時
富士見小学校 11月25日仁木)12時品分
花水Aゾ学校 11月18臼〈京)12時40分
旭小学校 11月12日仁金)121時3日分
大野小学校 11月24日け013時 15分
中原小学校 11月17日(7J()13時
豊a小学校 11月12日〈金)1ま時
神田小学校 11月lOB (ポ)12時30分
城島小学担 11月266(金)13時
同時小学校 11月29日仁丹)13時
金田小学問 11月19日 C金)13時10分
土居小学問 11月 4臼(京)131時
宮沢小学校 11月246α013時
金包小学校 11月15臼(月)13時
横〆ヨIJ、学校 11月25日仁木)1草時40分
八縮小学校 11月106(武)13時30分
南毘刻、学校 11月 96 (;I() 13時
真土小学校 11月18臼仁木)13時
松が丘小学校 11月 96(ソ013時
相模小学校 11月26日〈金)12時30分
なでし乙小学校11月116仁木)12時45分
勝昌初、学校 11月16日(;/()13時
松延小学校 11月26日係D 131碍
みずほ小学校 JJ月 4日〈木)131時

学4苗h!("

ぺ6~り
グ亀戸川



空
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ンターホール
午後 1時分開演

γ一一一一ブおグラム一一一一一…
合唱祈lJ、灯をともしましょう江南高校

・おめでとう 50周年 ①主将塩市誕生 ClD詑念事

業の中から ③〈す白書となでしと ③私たち

昭市民癒章

・老人問題はみんなの間態 ①だのしい詩吟 ② 

老人クラブ白すすめ ③お年寄Dのうれしいこ

とば ④著書け太鼓由しらぺ

天国
午後暫時~告時

一一一催 し 物一一一一ι~，

eパレーv(ミス七夕、市'f'l，J、単車溜安笛段、平壕
パトジクラブ、横誤UFOト}ノレフラッグチ」

ム、東軍甚大吹費楽部〉

・行事 ①ヲンパク相撲 ②予供広場ミニ動物溜

③トランボ!!ン ④ゲート怒鳴ミーノレ ⑤綱引大企

@もちつき大会 ⑦落書き大金 ③子探レ}ス

③野点由茶⑮ジャズダンスなど

主盟議 福祉部保霊童鵠続務部 担当市民市翼行獲量亀金
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平塩市のごみ処主主iJ'， どのよう記行われている
白かを、知っていただくために開催します。

盟主'bてスで、む莱内いたします。

く〉とぎれj号室認(火〉
。韓合 8時部分解散 16E時むろ。コ-A 粗大ときみ波砕処理場 大神環境帯主主セ
ンター七国在〈昼食〉 下水上一般開棄物展

終処分場遠藤原一般蝿棄物最終処分場建設地

潤間企〈勤労会舘〉

0申し込み 往復はがきに、住所、 E記名、矯童話番

「干254平塩市浅間留J9-1市
へ、 10月258までに申し込む。

先着犯人。なお、還金は各自持重量。

シャ
は各自持容とするa

10丹256(月〉午後 1 鴻~8待

11月86(月〉グ
11月22飽(月〕グ
誠軟式テニス13時-，16時。
バレーは16時 -20時。
1.):布、連動ポコく上ば書用〉と車動的で書

る蝿章受で事加することe 仁土足撒望奨ヨ

主E治体膏鶴貧富緩31-3筋書



!HHI!I!II参考窓の本1IIlIHI!llt

世界のク忍」ク、事事句韓

日英H茸空ζ とわざ事典
茶道名言辞典

潟代上方商芸人名鑑

全盈慰留ガイドブック京都

82新践のζとば事典
島崎藤村事典

魯迅全集注釈需弓i
探胃基本用語事典

草木芸誌の事典

新、紙加工便覧

鞭潜在E童文学明党書軍内

児童量文学マニュアル1982
アカデミ」慣50昭事典
水産学文識横需資制

膜色新日本高山植物図鑑官)

スペインハンドブック

2000年の日本
現代人の心理と行動事典

色名の出来

tl;1l>:葉栴年鑑
古文書解説用語事典

金額精神薄弱施設要覧1980
5呂解グラワト便覧
生E車、生化学用語辞典

読書はあなたの無限の宇宙

軍部回読重転車問 10月27日-11月 9臼

*読書週間峡濁会

"10月24日仁田)1び時、 14時
「いつもどζiJ'.こ本がある」カラー31分
「雑木林の回事」カラ-32分

記号峡商会 E神業111を会長〈・その0

・11月7日 E日)1世時、 14時
「摺殿崩錦に¥OられてJカラ-2自分
「江戸時代の滋Jカラー20分
「江の穏風土記Jカラ」宜助

会こども映画会

"11月28日 E臼)1α時、 14時
「歴史聖書題べるJカラ-19分
r<さやきのみをみつけてあそぼうj
カラ-15分
「カモ由赤ちゃん」カラーアニメ10分

持活、線写技術務習会

16stj]映写構操作技術講習会を関〈。終了者
に、認定書を交付するo (対象・一世30人〉
・日時 11月16日-17臼9時-1器時泊分
・費用 5∞Fヨ Eチキスト代〉

。J丑託尋7弓三ふ
'¥1":/¥<11' A 私 ~とι一一一一一 千~ ') 

J途地指示一生三
・申し込品 11月初日iJ'ら図書草詫見聴覚ライ ゐ ・対象青年!)ーダーを目指す人 30人
ブ::3'1)ーで受け付ける。 く電話でも司〉

*小学生ピンポン教室
官休賠尽

会E昌幸欝S宮 干254浅間町)2-41室電話31-0415 個人指導で、基本から教える。

-臼時 11月14日亡臼コ 14J時-16時
対象小学生3年-6牢 2白人

移動図書銭あおぞら号の日程

ふ巴み野間焚健薬会場

寵E草寺
減量豊田公民銀

出田村ちびっ子広場

城島公民錯

》疑問摘公民館

出金国公民館

土慰小学校

民吉沢公民館

高松延小学校

金居小学校

10月16日、 11J'l6白、 20日
10月19日、 11月2日、 16日
10J'l19日、 11月 28、16日
10J'l20目、 11月17日
10月21日、 11月 4目、羽田
10月21日、 11月 4目、 18臼
10月22目、 11月5目、 19自
10月初日、 11月 9日
10月26日、 11月 9日
10月27日、 11月10臼、 248
10月28自、 11月11臼、 25日
10月28呂、 11月11日、 25日
10Jl29目、 11月12臼、 26日

・開書窃寺閤は、 13時30分から14時30分までe ただし、
ふじみ野白地車金所は14時から1日時まで。民日7は15
時から16時まで。雨天のときは中止となる。

-揮合場所間関青少年の重苦

・対象親と子 (lJ、学生) 50人
・持参するもの弁当、筆記用具

合催し物の申し込みは、電話かとき来館を。

ti休館尽 各誌置月曜日、 11月4臼 E木〉
台膏合年金輯干254浅間昨12-41需童話32-7029

工ト星を見る会「秋の畏底J
カシオベヤE荘、アンドロメダ座など、執の
星座を見ょう。欝加自由。(雨天でも行ヨ〉

・日時 10月22臼〈金)1醇時-2匝待

・持参するもの ラケット、タオル、運動燃

筆記用具

会蕗然観察会

軌白植物や、植鞍Mι石聖観察する。
・日時 11月14E1(8) 9時-1田守
・場所 中芽問了井ノロ周辺

*ファミリーフヱスティバ)~

子供に夢と希望と喜びをと。(入場自由〉

・臼時 10月31日〈臼)10時-16<時
-催し物苧づ<lJ工作、紙芝居、音損演曹

槙接結〈ヨ}ヨヘ縮菓子等コ

a農示コーナー陶芸吾、俳句、油絵等

すフォーウダンス指導研修会

いつでも、どとでも、だれでもE揺れるダジ
ス在韓につけよ')0 (筆記用具等持婁〉
" 8時 11月2目、 5目、 98、12臼 1銃帝
~宜草寺40分 11月14回く日)13時-17時

*美術教室

もらってうれしい苧づく担板闘教室。

・日時 11月16日-12月21臼、毎週火曜日
18時30分 -20時司似合 (11月23日は徐()
-対象膏母 20人保山者に限る〉
・費用材郡費実費〈カッ主一等，宮持夢〉

女高麗山で楽しい一日を

親子自ふれあいゲ」ム、ロォ}クラ!)-、

スケッチ等、親子でがんばろう。口寄天中止〉

・日時 11月21日正日) 9時'30分-15時

・申し込み 11月5日までに役復はが告で。

女体験学習「巣箱を作ろうJ
シジュウカラF曽田業務者作lJ、高麗山の林
にかける。

"8時 11月28臼 〈日)9時-1揮君子
・揚所博物錦、高鼠山

・申し込み 11月10日までに往復はが告で。
食休輯臼錨車月曜日。月津" 11月 3臼
τ年槽物輯干，254浅関町12-41電話お…古111
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閣受持午控1時-2時
盤母子鑓厳守匂輯本冊・別得と鑑記戸奇

異者持番 (3か月児は本冊目晶、

[3か月児3
11月5日 57年 7J'l1日-10日生
llJ'l178 57年 7月118-20日生
1IJ'l24臼 57年 7月21日-31日生
[3輯兇1
11J'l4臼 54牢 9月 18-10日生
11月 8日 54年 9月118-初日主主
11月お臼 54"手9月218-30臼生
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探

い

一

書

毘

〉

一

君

。

一

J
ち

…

一

一

諸

問

一

立

た

問

的

円

一

一

銭

許

認

閥

的

叫

鰹

時

一

「

宜

」

季

!

マ

尺

壌

市

や

パ

ネ

ル

一

'i不
用

品

交

換

)

土

問

い

合

わ

せ

は

、

車

づ

〈

b
課
市
一

一

閥

復

諮

問

問

即

時

間

帯

主

計

説

得

議

時

臨

時

間

常

一

日

MUM-m町
長

引

下

市

へ

出

口

聞

を

し

一

時

31一一
一
一
喜
一

i
d醐
現

、

が

が

よ

1
々
の
う
一
義
出
巨
し
の
一
T

9

両
日
間
公
沢
役
目
三
新
し
い
昭
事
情
報
を
お
臆
け
す
る
。
一
産
業
ま
つ
り
会
号
、
不
用
品
交
換
一
生
鮮
食
品
く
ら
一

一

ぽ

保

げ

程

内

了

同

い

な

き

2
X己
一

集

お

、

載

今

一

塁

T

豊

岡

崎

古

市

金

第

一

塁

、

基

金

品

霊

長

品

、

子

一

市

街

童

話

聞

か

れ

る

。

一

一

川
町
問
一
一
間
品
開
一
日
献
日

f
f山
い

一

的

一

募

お

gq一
午
慨
日
臼
臼
臼
臼
ト
一
供
自
お
や
つ
な
ど
の
ほ
か
、
童
生
活
一
み
な
さ
ん
白
不
用
量
、
必
要
な
方
一
し
の
勉
強
会
合
一

i
F
A
M

正
自
重
た
り
ん
ま
つ
は
一
〈
官
官
酌
一
酎
酔
朋
服
肘
別
府
耕
一
塁
、
事
争
し
の
ク
イ
ズ
、
手
づ
く
り
一
に
お
升
け
い
た
だ
吉
た
い
。
一
豊
づ
く
り
議
選
、
生
鮮
食
器
一

1

i

r

v

!

1

1

露

麹

叩

叩

ロ
H
U
h
H

国
一
お
も
ち
ゃ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
コ
ー
ナ
一

O
一
不
用
品
受
げ
付
け
一
上
手
な
議
ぴ
方
、
使
い
方
を
テ
ー
マ
に
一

一
ー
を
南
用
意
す
る
a

ぜ
ひ
な
来
崩
を
。
一
マ
日
時
日
河
口
日
〈
木
〉
午
前
9
時
一
暮
ら
し
む
勉
議
会
を
開
ぐ
。
一

拍
四
四
1

0

て

闇

畳

に

・

湯

過

閣

で

龍

一

一

一

一

{

間

贈

っ

掛

に

で

い

会

経

年

種

。

、

一

マ

期

日

行

局

日

日

(

土

)

か

ら

口

元

一

か

ら

午

能

4
時

ま

で

一

{

〉

白

時

ω月
泌
呂
(
火
一
)
午
控
1
時一

歳

種

選

わ

の

め

ま

た

壊

を

芭

接

を

帽

憎

ん

一

一

4
鎖

。

。

軒

内

早

鶴

宮

地

月

刊

で

説

事

や

一

一

ら

、

岳

が

以

を

4
だ

館

暗

所

か

隈

じ

棉

鞭

ち

一

イ

d
M内
d
m叶
似
マ
乳
託
車
、
コ
ン
ビ
フ
ッ
ク
、
高
圧
ガ
ピ
i
ベ

ッ

ド

用

カ

ヤ

一

ミ

よ

島

月

期

〈

た

金

内

支

1

病

遇

。

龍

赤

一

戸

当

ザ

婦

関

9
9

マ

、

お

ぶ

い

ひ

も

@

譲

っ

て

く

苦

い

一

る

防

な

閥

る

回

か

1
ぺ

い

保

1
構

沢

構

応

・

を

と

引

の

一

ん

〈

開

輯

前

一

一

廿

4

a
溜
け

3

6
摺

る

て

健

館

、

}

土

に

幼

医

〉

部

母

で

一

ノ

/

九

日

明

一

難

醐

居

狩

~

@

譲

り

ま

す

(

有

料

)

マ

男

児

虫

類

〈

1
1
6揖
〉
、
女
児
古
一

Z
渇

3
5年
、

な

し

、

民

子

タ

椀

日

初

葉

〈

医

ま

一

コ

覇

主

マ

女

手

中

学

生

用

コ

!

ト

、

掃

人

シ

ョ

顎

(
1
3
5揖
)
、
一
凝
ベ
ッ
ド
、
ベ
一

回

α幼
も
開
国
関

1
お

も

に

館

公

民

館

ン

震

当

務

関

陣

は

の

揖

一

f
ヤ
」
輔
綴

beh

一

3
歳

由

と

I

L
上

な

期

う

盛

田

州

問

セ

丸

積

荊

在

日

輯

も

1

一

1
ル
(
成
人
式
用
)
、
ボ
ッ
ク
ス
型
電
ど
l
ベ
ッ
ド
、
震
直
同
ガ
マ
、
剣
道
紡
具
一

2
で

回

揮

以

・

2
よ

祉

豊

野

公

懐

中

華

丹

法

月

雲

間

る

満

言

不

用

品

襲

博

報

ま

動

ミ

シ

ン

、

座

イ

ス

、

プ

ロ

パ

ン

用

ふ

一

式

、

ピ

ア

ノ

、

和

文

タ

イ

プ

ラ

イ

タ

一

期

ま

3
期

年

る

揮

る

3
福

京

大

旭

保

出

か

方

8
接

す

一

!

一

1
象

〉

翻

2
龍

1
け

、

す

月

頭

η
議
~
。
金
書
量
一
地
域
づ
く
主
謀
市
民
相
諜
係
費
出
幻
ろ
が
ま
ぺ
空
手
の
胴
着
上
す
〈

m
i
n
i、
ギ
タ
!
、
世
界
文
学
金
集
、
子
供
一

簡

封

月

2
鱒

対

ら

受

て

了

刊

日

日

日

対

て

撞

7
る

料

持

薮

対

一

t
i
l
l

一
一
一
一
内
融
一
一
九
三
輯
)
、
剣
道
白
筋
着
・
は
か
ま
・
竹
刀
自
転
車
、
旅
行
肩
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
、
ベ

議

室

か

は

翻

・

か

に

げ

時

五

m

m

n

怒

し

醐

醐

仁

き

欝

磁

険

額

一

一
⑮
湾
乙
晶
げ
ま
す
(
賄
料
〉

(
7
3ぬ
議
)
、
双
字
用
乳
母
車
、
ベ
ピ
i
南
オ
マ
ル
、
揖
行
器

予防接種の時荷
午後l時出防対=ら3時まで。東日1
Ool揚は午後2時から3時まで。

審瞳欝議離

!翻良場探健セYタ」

i盤受付午控1時-2時
十鶴母子健軍事鰻と筆記用具を持番

:11月11B 56年 5J'l主主

11月中に 8';'月から糠1識になる
お子さんを対量に環<.

盤金語豊 平車時鑓所講室量

緩日時 11月12El午挫1時刻分から
額母子鍵康宇曜と軍記用具を持害

輯寵盤輔謹轟轟轟轟

お

さ
ん
教
室
開
く

赤

ち

ゃ

ん

の

育

児

と

し

つ

け

み
ん
ま
の

た
い
祭
罰
に
慣
れ
さ
せ
、
モ
由

棒
、
戸
外
に
出
す
。
日
光
浴
は
血

管
者
拡
張
し
て
皮
縄
田
機
緩
が
良

好
と
な
P
、
事
冷
仁
対
す
る
抵
抗

力
聖
増
大
す
る
e
-

$
宇
ぬ
外
気
浴
で
管
回
し
‘
次
に

臼
光
浴
に
う
つ
る
。
初
め
は
手
首

足
首
を
3
1
S分
間
、

2
1
3包

輯
け
て
ひ
じ
、
門
誌
予
、
ま
た
、

腹
、
腕
、
背
と
進
め
て
い
く
。
時

鱒
も
山
山
分
、
日
分
と
増
や
し
、
初

分
〈
ら
い
ま
で
符
う
.
時
間
は
却

外
気
浴
と
日
光
浴

時
i
H詳
の
閥
、
夏
は
自
前
者
避

往
復
一
か
月
〈
ら
い
た
っ
た
ら
け
涼
し
い
場
所
在
選
ぶ
。
ガ
ラ
ス

麗
外
で
新
鮮
な
空
気
と
8
元
に
償
越
し
壱
な
く
、
臨
対
日
光
を
当
て

れ

さ

哲

壬

フ

。

る

ζ
と
。
爵
節
、
顔
面
に
は
当
た

外
気

γ占
脚
れ
る
ζ
と
は
皮
蝿
を
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
終
わ
っ
た

刺
激
し
、
新
陳
代
謝
の
槽
簡
を
増
後
は
、
白
湯
、
奥
汗
砧
骨
を
守
え

強
ず
る
。
初
、
め
は
怒
を
あ
け
て
拘
る
。

調
査
に
協
力
を

十
一
月
十
七
日
か
ら
十
九
百
ま
で
、

生活関連物資価格調査
間費生活モニタν30人による 9月の平均価格です

翁 自!規 格 i小売底|スーパー

808円
9∞円
873月
266円
297Pl 

196円

262同

160円

176Pl 

l 問内4，911円
1， 670Pl 

タ有』

上白 1地
7α)9 

帯刀掛 1k9 

1 ]パック

65m4摺入

腐 1∞F
Ml町田入

1Dm' 

18R配達

粉石けん

合成洗剤

砂曙

サラダ油

小麦粉

しよう?箇

トイレット
ペーパー

康問

鶏卵

プロパY

1J i曲

一~一庁舎í;関ホー)~でー~一

串放瞬時潤

・12時15分-(1伺放映〉

申今月由プログラム

010月18日-10月228
・市制20周年記念眠園。10J3258-1O月29臼
・市静1130屑年記章眠闘。11月 1臼-11月5日
・市語調U40，周年記官:映画
011月88-11月12臼
・市制50，朗年記章輯圏

日時 10月29日、 3013
午前害時30分~午睡3時

会場保健センタ一
平壇市中竪34-17 電話34-0311
パス農講高校行審日野中学下車

く〉韓腫静断 ①詩書草費梼検診〈盛a郷定尿検査コ
②胸部レYトゲ>'<ID幼児歯掛 (1鏡-3歳
11か月Jl'，)(j)貧lll!'棋王室帯
。援軍・椙鍛 ①正しい責主主活 ②健康相談

③血圧白蕊しい醗J!>方 ④乳がん由自己

融診法 ⑥がんの早規契渇 ⑤〈ず!>OIE

しい使い方 d漬品購皇謀議炎など，
三主輔平理市・平車保瞳所



マ

ム

同

調

福

校

舎

館

時

1
5時

マ
申
し
込
み
平
塚
市
社
会
福
祉
協
マ
会
場
平
境
商
工
会
:
議
所

説
会
(
嘩
語
お
一
三
七
七
)
へ
。
マ
内
容
局
在
株
会
評
詰
と
事
業
承

継
、
相
続
税
法

山

野

草

援

問

聞

く

一

一

マ
定
員
二
百
人

お
気
軽
に
む
来
館
役
。
マ
申
し
込
み
由
工
課
工
業
慌
(
電

マ
日
時
ぬ
月
日
白
(
土
)
、

η
日

話

お

i
一
一
一
一
内
観
五
五
δ
)

(
臼
〉
午
前
山
時
j
午

接

見

時

『
1

}
一
無
料
法
律
綴
談
を

守
会
場
花
木
公
民
館

お
た
ず
一
向
は
、
花
木
公
民
館
(
篭
十
月
三
十
一
日
(
日
)
に
、
松
原

話
む
l
一
一
一
八
二
回
〉
へ
。
公
民
館
で
鰐
料
法
樟
柏
読
が
開
か
れ

る
。
希
望
書
れ
る
方
は
、
前
日
必
午

ま
立
L
申
し
込
み
を
。

e

松
員
会
民
抽
出
お
よ
ハ
一
八
六

マ
暫
淘
一
一
一
宮
内

マ
申
し
込
み
福
祉
会
館
(
龍
語
お

二
一
ニ
一
一
一
一
千
了
前
関
係
員
〉
へ
e

が
廓
か
れ
る
。

マ
日
時
日
月
幻
自
(
水
〉
午
前
9

時マ
会
場
福
祉
会
館
一
一
薩
大
広
務

マ
申
し
込
み
老
人
ク
ラ
プ
の
会
員

の
方
は
各
地
底
慶
事
へ
、
会
員
以
外

の
万
は
福
祉
課
老
人
福
祉
儲
(
電
語

お
一
一
一
一
内
鶴
一
一
一
九
)
へ
。

平
塚
点
訳
蔀
十
字
事
仕
回
で
は
、

覇
視
児
の
た
め
拍
手
欝
吾
本
づ
く
D

出
講
習
奈
を
夢
、

円v
期
日
均
月
初
呂
、
日
月
2
日、

口
汚

9a守
色
〉
午
前
ぬ
時
ぬ

分
i
m時

V
A同
調
福
祉
会
館

マ
用
意
す
る
も
由
盤
記
用
員
、

七
グ
会
〈
手
話
サ
ー
ク
ル
〉
で
は

一
般
市
民
を
対
設
に
欝
二
回
初
心
者

手
話
講
習
会
を
聞
く
。

マ
期
日
付
μ
月
口
門
口
か
ら
ロ
月
9
白

竜
で
一
む
毎
迫
T
A

曜
日
、
午
前

m時
ー

ロ
時

中
小
企
業
者
む
た
め
の
実
治
法
律

セ
ミ
ナ
ー
が
聞
か
れ
る
。

マ
自
時
口
月
5
向
日
(
金
)
午
後
l

む
み
収
集
車
が
い
っ
た

ん

集

め

た

な

み

を

車

白

ー

一

甲

さ

で

や

り

直

し

て

二

ト

ヘ

汚

撃

汚

水

位

音

波

し

、

静

ば

か

り

京

主

流

し

て

去

て

一

り
ま
す

J
8雪
量

の

人

芸

品

坊

と
ほ
う
き
で
掃
除
す
る
の
で
す
。
改

3
/
}

も

市

め

て

く

だ

さ

い

。

も

し

、

言

で

ど

ち

認

お
り
な
ら
、
と
み
収
集
車
田
接
に
散

4
4

し
の
在
員

事

言

つ

は

で

洗

っ

て

く

だ

さ

持

部

担

職

い

。

う

そ

だ

と

思

う

立

ら

士

川

一

控

訴

制

約

ト

虻

切

B

恥
A

1

1

の
駐
車
場
で
翼
際
に
や
っ
て
み
て
く
時
終
屯

分
は

だ

さ

い

。

〈

鐙

名

v

e
失

十

輿

J
、
{
長
ご
み
は
、
十
分
に
ト

j

M

叫

5

1

1

水

切

り

し

て

出

す

よ

ー

一

宇

}

ご

生
い

う
、
手
な
さ
ん
に
お
綴
い
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
実
際
に
は
相

dd木
県

獲

し

な

お

し

て

い

る

と

の

こ

と

で

と

さ

に

は

む

句

会

中

に

人

糞

〈

じ

ん

分
が
常
語
れ
た
ま
ま
、
事
積
午
前
に
出
す
が
、
事
量
に
な
る
と
一
罰
で
圧
縮
ぷ
ん
)
均
成
が
入
っ
て
お
り
、
こ
れ

吉
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
燃
え
る
む
畿
一
し
収
容
す
る
こ
と
が
で
き
す
、
二
度
、
が
飛
散
し
、
作
業
を
中
止
し
蕃
替
え

み
の
中
に
は
入
内
ー
は
な
ら
な
い
、
醐
三
涯
に
わ
た
っ
て
圧
縮
す
る
こ
主
だ
る
こ
と
も
し
ぼ
レ
ば
で
す
」

資

源

な

み

と

し

主

諮

問

出

で

き

る

手

鷺

議

舗

と

思

い

ま

す

。

ζ
れ
は
、
む
み
収
集
の
混
同
胸
の
土
戸

田
ピ

yや
カ
ン
が
混
ざ
っ
て
い
ま
同
門
蜜
名
な
の
で
、
あ
な
た
の
地
反
り
で
す
。
己
み
広
対
す
る
む
理
解
と
、

す。

ζ
の
よ
う
な
な
み
を
焼
却
場
で
醐

ζ
と
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
震
設
所
仕
協
力
を
お
額
い
し
ま
す
。

燃

や

す

た

め

、

効

惑

が

唇

ど

¥

年

々

可

に

よ

っ

て

は

、

み

な

さ

ん

で

援

積

所

〈

環

壌

南

生

管

理

課

〉

経

費

が

か

吉

ん

で

い

ま

す

。

を

自

主

管

理

さ

れ

、

整

煙

、

清

掃

に

院

名

田

投

書

を

掲

載

1

ど
~
己
と
は

主
て
、
と
一
指
摘
の

C
と

tす
が
、
車
問
自
ポ
リ
バ
ケ
Y
で
清
掃
し
て
い

F一
一
苦
労
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
変
有
り
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
ぜ
ん
。
あ

収
集
車
仁
は
舟
木
タ
ン
ク
白
指
針
備
が
ま
す
が
、
今
接
、
一
層
ぞ
い
ね
い
に
難
〈
思
っ
て
い
ま
す
。
な
た
り
市
に
封
ず
る
長
持
は
わ
か
り

晶
D
ま
す
。
し
か
し
、
収
集
し
た
袋
行
う
よ
う
気
者
つ
け
ま
す
。
し
か
「
水
気
白
多
い
む
み
を
圧
縮
す
る
ま
す
が
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の

む
み
に
水
気
が
多
く
、

ζ
也
容
器
を
し
、
一
番
重
要
な
点
は
、
各
家
庭
で
と
、
ホ
i
ス
で
武
を
ま
く
よ
う
な
状
た
め
、
今
後
は
記
名
さ
ア
れ
、
責
任
を

樹
脂
天
外
部
に
汚
水
が
一
出
た
も
の
と
思

D
水
切
り
に
あ
る
と
考
え
ま
す
。
態
で
市
山
か
ら
汚
水
を
培
、
び
、
ず
ぶ
ぬ
も
っ
て
一
塁
冨
し
て
い
た
戸
と
ょ
う
お

い
ま
す
。
己
申
仁
ふ
う
な
と
吾
録
、
法
な
お
、
集
め
た
ご
み
を
車
町
中
で
一
一
れ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ひ
ど
い
額
い
し
ま
す
。
八
広
報
課
〉

もっと奪

F
4金
露
目
ム
庫
の
融
資
説
明
会
が

弱
か
れ
る
。

マ
日
時
ぬ
月
ぬ
臼
(
土
)
午
按
2

時
か
ら

マ
会
場
横
浜
銀
行
語
ー
壇
支
活

一
海
外
協
力
隊
員
募
集
一

震
努
力
事
業
団
で
は
、
開
発
途

上
国
の
国
づ
く
り
に
事
却
す
る
協
力

鞍
員
を
尋
聾
し
て
い
る
。

マ
応
募
資
格
訪
韓
か
ら
お
読
ま
で

マ
派
遣
期
留

2
年
間

詳
し
く
は
県
庁
間
出
際
交
流
謀
本
(
流

斑
〔
暗
話
。
間
五
二
O
↓
二

二
内
線
一
一
一
二
六
一
一
一
)
へ
。

予
期
柑
衛
ふ
る
さ
と
祭
ザ
…

第
七
一
お
か
な
が
わ
ふ
る
さ
と
ま
つ

り
の
一
環
と
し
て
、
沼
南
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
が
聞
か
れ
る
。

ヤ
日
時
間
山
丹
羽
白
(
日
〕
午
前
四

時
3
午
後
4
時
均
分

マ
会
場
審
野
市
文
化
会
館

マ
申
J

込
み
湘
南
地
ほ
存
政
セ

y

タ
1
損
民
課
(
箆
訪
ね
二
七
一
一

内
観
一
一
三
八
〉
へ
。

奥
田
町
討
議
会
開
聞
く
一

掃
人
問
題
垂
テ
!
マ
に
、
県
民
日
出

、
ノ
翠
島
地
館
閣

支
J

土

公

公

公

見

公

民

公

匂
ぺ
(
原
資
水
士
原
公
沢

印
日
十
日
松
鏡
花
宮
中
旭
吉

i

3

 

出
向
山
∞
部
組
加
お
お
お

;
l
 

1

9

 

1
1
 

1

3

3

3

G

o

o

-

}

1

1

1

1

1

1

1

 

怨

溜

議

機

鰐

館

協

コ

民

民

民

民

主

主

民

土

公

公

公

公

公

公

公

E
出

野

田

島

田

崎

g

B
神

大

豊

掛

金

間

金

5
 
間
円
∞
お
印
閉
山
町
山
閉
山
山
山

、d
J

3

J

、
ヌ
ハ
υ
A
U
n
υ
q
A

1
1
1
1
1
1
1
 

る
こ
邑
L
な
っ
た
。

今
大
会
に
は
、
市
内
化
学
工
場
等

か
ら
白
十
五
チ
、
ム
が
出
場
、
持
縁

関
火
器
を
控
っ
て
消
火
時
聞
の
認
さ

そ
競
う
乙
と
に
な
る
。

マ
期
臼
閉
山
月
幻
臼
(
木
)

M

N

時

守
会
場
平
塩
市
抽
出
防
総
合
訓
綴
甥

i 大野のダイコン
5 大野地区では、早や掘りサYマ } 買いあさった。 ζ れによって大野
Eイモ白収機から雪量白蒔き背けまで 由ダイコY由俊秀なことが広〈認

E の聞を利用して、最盛裏手は 200~ められ、同時に、 ιのιろ出現し

さに及ぶダイコンを親指し、サYマ j た大型買物自動車iJ'， Cの大量輸
Eイモと問機に京出方面へ大量に出 ! 送を可能にしたιとにもよる。
E荷していた。 この販売ダイコン¢品種執ーに

~ jナYマイモ栽培とき豊作¢潤由利 [ ひと役買ったのが、吉川j善輯民

~ F百は、はじめはYパ・各種田ダイ i ぞ団長とする当時白青年間で、英

三コン事力プ沼白菜やそ白他いろい 1 濃早生種7引最も優秀でi聾している

3ろなも白金伊っていた。 ζ とをつきとめ、部臨段でζの噂

Z これらのうちYバの栽培部積は i 子を購入し旗髄で配布した。モの
き数十誌に及び、特に真土に多く、 量は明間1.3キロ鵠〈僧品種音色わ

3真土ソパといって有名であった。 せると1.4キロ紛にも及んだ。

2 ダイコYはYパほどではなかっ i 販売はすべて農協を通してなさ
;たが、砂丘との畑のどこにでも適 1 れた。農民b止、いち早く噴霧器を

E し、鼠ダイコYのことを〈んち c 噂入して病虫容を訪除し、まだ夜， 9日コダイコンとき重っていた種。こ ! 中というにf聞に出てダイコンを弓1

5膏ちが早かった。 くんちとは7i車 j 吉按き、電燈の下でこれを洗い、
5閣で育つことから生じた言葉であ : 松竹梅の 3 段に少~':rて出荷揚に還

5る。そ田上、庸のきめが紹かく、 i んだ。そして、不利なYパの如意
E肉は柔らかく甘かったので、近在 在駆逐し、沼地利用からしてはサ

2由需要者に臨まれていた。 yマイモ→ダイコン→衰の3輪押
E 乙白ダイコンが京担方面に進出 j を完成した。
三ずるようになったのは、大iE4， 大戦中、yyマイモの串や掘D， 5年ころからで、 ζむιろ東京市 禁止、主穀の増配奨励によって大

5内の需要を踊っていた同市近郊、 1 滅押したが、終戦と開時に復活し

さ ζ とに線馬の夕、イコジがアブラム 1 た。しかし、土地にアキが君て、

5シの被害で余滅状舗になった。 ζ
5の照久両市内白青物騒は大野のダ
イコンに告をつけ、高顕在ζ れを

>39< 

頼
り
に
永
ら
な
い
た
め
悩
む
ζ

と

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
お
母
さ

ん
が
つ
自
い
怒
い
を
し
て
い
る
時

に
は
、

A
習
は
い
つ
も
お
母
さ
ん

の
そ
ば
に
い
て
、
お
母
さ
ん
と
折

り
合
い
の
惑
い
大
人
た
ち
の
中
で

お
母
さ
ん
を
勺
る
騎
士
の
よ
ャ
つ
に

ふ
る
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

A
号百と

お
母
さ
ん
の
結
び
つ
き
ほ
ど
ん
ど

ん
深
い
も
白
に
な
っ
て
い
き
、

A

古
ま
さ
ま
な
隠
燈
を
も
っ
て
い
君
は
お
母
さ
ん
の
も
と
を
離
れ
る

る
子
慌
た
ち
と
会
っ
て
い
ま
す
と

ζ
と
が
で
き
な
〈
な
っ
て
レ
ま
っ

そ
の
脅
後
に
家
践
の
際
騒
が
あ
る
た
よ
う
で
す
。

と
い
う
乙
と
が
案
外
事
い
よ
き
で

A
を
は
針
通
来
所
し
て
遊
戯
捜

す

。

法

を

受

げ

ま

し

ゃ

J}

。
そ
の
中
で
A

登
校
が
時
が
る
小
学
校
低
学
年
君
は
強
い
父
演
を
品
開
じ
て
い
き
、

の
A
君
も
モ
う
で
し
た
。

A
容
は
そ
白
父
税
の
聾
を
自
分
の
も
白
に

楚
校
誕
に
零
ν
っ
て
登
校
す
る
ζ

し
て
い
く
と
い
う
ふ
の
咋
業
を
腕

と
が
で
主
ず
、
い
つ
も
お
母
さ
ん
け
る
う
ち
に
、
ひ
と
り
で
登
校
で

に
連
h
r
J
L
い
っ
て
も
ら
一
一
ご
一
一
一
=
i
き
る
よ
た
つ
に
な

Eま
し

う
の
で
し
た
u
A君
白
宇
乞
ノ
一
一
九
電
河
た
。
モ
の
問
、
お
母
さ

家
は
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
鈎
話

f
轟
ん
も
霊
童
ね
、
家

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
ぬ
誠
一
…
一
J
h
ι
J
F
b窃
践
と
い
う
も
の
、
親
と

弟
の
六
人
家
族
で
す
が

EZdmEZ子供
へ
の
立
場

家
や
み
わ
り
に
は
お
父
務
~
ぷ
え
は
と
い
っ
た
こ
と
を
も
う

さ
ん
の
兄
請
や
多
〈
の
主
主
三
ぷ
一
度
考
え
て
い
か
れ
た

親
せ
告
訴
住
ん
で
い
ま
す
。
ょ
う
で
す
。

お
母
さ
ん
は
大
欝
の
認
せ
き
に
う

A
君
に
必
要
だ
っ
た
の
は
、
家

ま
く
な
じ
め
ず
、
ま
た
、
思
向
士
族
の
卓
心
と
ム
ム
頑
り
に
な
り
、

の
闘
で
も
曲
興
ず
る
と
と
が
よ
く
自
分
か
成
長
す
る
上
で
モ
デ
ル
に

あ
り
ま
し
た
。
モ
の
た
び
に
お
し
な
る
お
父
さ
ん
の
控
で
あ
り
、
ま

ゆ
予
と
め
さ
ん
は
相
手
の
味
方
を
た
、
モ
れ
を
う
ま
く
カ
バ
ー
し
て

す
る
の
で
、
お
し
ゅ
予
と
め
さ
ん
く
れ
る
お
母
え
γ
刊
の
一
助
と
り
島
る

と
も
つ
ま
く
い
か
ず
、
凡
己
主
人
も
節
度
だ
っ
た
L
A
T
つ
で
す
。

平曜市膏年j古協議会では、今年も青年祭を聞

きます。桔誘い合口せのうえお出かけを。

とき臼〈日〉開~18碍
ところ

雨天のときはZ 塩市勤労会館

内容・各単位青年Eilによる出し物

・展示物

a ゲ}ム、歌、フォークダンス等

。巡郡白緩 10月16日(土)10時~15時ダイク

マ駐車場〈しらさざライオンズクラブコ /10月19
臼く火)10持~1部寺 日本クラワンコルク唱時

--15時三興製搾所/10月初日〈オ() 9時30分~
12時田中貴金高・ 13時~15時プラステク/10

月21日(木) 10時~15，時日産車部/10月22 日仁

金コ 1世帯~15時駅北口/10月258 C月)1在時~
12碍湊製作所・ 1部寺~15時大江工業/10月27 白

〈万()10時--...15時 高浜高校・パイロット万年筆
/10月28臼〈オc:) 1世帯~15時高浜高校/11月 1

日〈月コ・ 2日(!/() 1傍寺~l器時東海大学/11
.Fl6日正士)10時~12時花水公民館・ 13時~15

時扇松車検場〈花オて溜主主自治会)/11月 9日
〈火)10時~15時八幡公民館〈八幡地区自治

会)/11月11日仁木) 10時~121時中南信用品官
四之宮支16-13時~15持富士チタY工業/11月

11臼仁木) 1器時~15時駅北口/1l.Fl17 El C刀0
1伍時~1日時平語授業高校

~-~、ご協力品世がとうございました~~~

日諜車体 414志、四之宮地臣主自治会39京、 Fてイ
ロットプレシジョン73本、ローターアクトクラブ
110本、書割足奇麗65京、 平老衰三ライオYズクラブ
京、共栄工業55:z位、平田盤工業59本、三重差額り腹97
本。
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